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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　筒状の本体 (1)と外管 (2)を包含し、

　該本体 (1)は周壁 (11)にグラウト (G)の流入口 (12)が設けられ、

　該外管 (2)は周壁 (21)にグラウト (G)の注入口 (22)が開口し、

　該外管 (2)は該本体 (1)を囲繞して、該本体 (1)との間にグラウト (G)の流通路 (3)が現出

し、該流通路 (3)に該流入口 (12)が開放し、かつ、該外管 (2)を該本体 (1)に対し周方向に

回転することにより該流入口 (12)に対する該注入口 (22)の周方向の位置を任意に設定でき

るように構成されたことを特徴とするグラウト注入部を備えたシース。

【請求項２】

　該注入口 (22)と該流入口 (12)とは、該本体 (1)の横断面 (S)上にあって直線的に並んでい

ない離隔的位置関係を保つように設定された請求項１に記載のグラウト注入部を備えたシ

ース。

【請求項３】

　該本体 (1)は、リブ (13)が形成されたリブ部 (14)と直筒部 (15)とが含まれ、該流入口 (12

)は該直筒部 (15)に設けられている請求項１～２の何れかに記載のグラウト注入部を備え

たシース。

【請求項４】

　該流通路 (3)は、該直筒部 (15)の外周面 (16)に形成した縮経部 (17)によって現出してい

る請求項３に記載のグラウト注入部を備えたシース。

10

20



(2) JP  6077395  B2  2017.2.8

【 請 求 項 ５ 】

　 該 本 体 (1)の リ ブ 部 (14)に は 、 螺 旋 形 状 の リ ブ (13)が 形 成 さ れ 、 該 螺 旋 形 状 の リ ブ (13)

に 螺 合 可 能 な 本 体 延 長 管 (1a)が 該 リ ブ 部 (14)の 内 側 に 螺 合 接 続 さ れ 、 該 本 体 (1)、 該 本 体

延 長 管 (1a)、 該 外 管 (2)に よ り シ ー ス が 構 成 さ れ る 請 求 項 ３ ～ ４ の 何 れ か に 記 載 の グ ラ ウ

ト 注 入 部 を 備 え た シ ー ス 。

【 請 求 項 ６ 】

　 該 注 入 口 (22)と 該 流 入 口 (12)と は 、 該 本 体 (1)の 中 心 (C)を 通 る 直 線 (L)上 で 背 向 し て い

る 請 求 項 １ ～ ５ の 何 れ か に 記 載 の グ ラ ウ ト 注 入 部 を 備 え た シ ー ス 。

【 請 求 項 ７ 】

　 該 流 入 口 (12)が 該 流 通 路 (3)に 複 数 形 成 さ れ る 請 求 項 １ ～ ５ の 何 れ か に 記 載 の グ ラ ウ ト

注 入 部 を 備 え た シ ー ス 。

【 請 求 項 ８ 】

　 該 外 管 (2)と 該 本 体 (1)は ポ リ エ チ レ ン 製 で あ る 請 求 項 １ ～ ７ の 何 れ か に 記 載 の グ ラ ウ ト

注 入 部 を 備 え た シ ー ス 。

 

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 プ レ ス ト レ ス コ ン ク リ ー ト （ Ｐ Ｃ ） を 作 製 す る 際 に Ｐ Ｃ 鋼 材 が 挿 入 さ れ た 状

態 で グ ラ ウ ト が 注 入 さ れ る シ ー ス に 関 し 、 さ ら に 詳 細 に は シ ー ス 端 と は 別 の 中 間 位 置 に グ

ラ ウ ト 注 入 部 を 備 え た シ ー ス に 関 す る 。 な お 、 以 下 の 説 明 で は 、 「 シ ー ス 」 と い う 用 語 は

、 緊 張 体 （ Ｐ Ｃ 鋼 材 ） が 挿 入 さ れ る 筒 体 を い い 、 1本 の 筒 体 か ら な る シ ー ス だ け で な く 、

シ ー ス ど う し を 接 続 す る ジ ョ イ ン ト シ ー ス （ 管 継 手 と も い う ） も 含 ま れ る も の と し て 用 い

て い る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 プ レ ス ト レ ス コ ン ク リ ー ト を 作 製 す る に は 、 プ レ ス ト レ ス を 与 え る Ｐ Ｃ 鋼 材 が 挿 入 さ れ

た シ ー ス の 管 内 に 、 グ ラ ウ ト を 注 入 す る 作 業 が 必 要 と な る 。 こ れ ま で の グ ラ ウ ト 注 入 方 法

で は シ ー ス の 一 端 （ 桁 端 ） に 設 け た 注 入 口 か ら グ ラ ウ ト を 注 入 す る 方 法 が と ら れ る こ と が

多 か っ た 。 と こ ろ で グ ラ ウ ト 注 入 で は シ ー ス 内 に 空 気 層 が 残 ら な い よ う に グ ラ ウ ト を 充 填

す る こ と が 重 要 で あ る 。 そ の た め 様 々 な 観 点 か ら 注 入 方 法 が 検 討 さ れ 、 グ ラ ウ ト に 高 粘 性

の 材 料 を 用 い た り （ 特 許 文 献 １ ） 、 グ ラ ウ ト 注 入 口 の 位 置 を シ ー ス 端 部 以 外 の 位 置 に 設 け

た り す る 工 夫 が な さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 グ ラ ウ ト 注 入 口 の 位 置 に つ い て は 、 例 え ば 、 グ ラ ウ ト を シ ー ス の 中 間 位 置 に あ る 下 方 屈

曲 部 の 下 面 側 か ら シ ー ス 内 に 充 填 す る 注 入 方 法 が 本 件 出 願 人 の 一 人 が 関 係 し た 特 開 ２ ０ １

１ － ２ １ ４ ６ ３ 号 公 報 （ 特 許 文 献 ２ ） に 開 示 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 同 文 献 の 図 １ を 参 照

し つ つ 説 明 す る と 、 シ ー ス (2)は 緊 張 部 (4)側 か ら 下 降 さ せ て 下 方 屈 曲 部 (6)を 経 て 上 昇 さ

せ 、 上 方 屈 曲 部 (7)を 経 て 再 び 下 降 さ せ て 定 着 部 (5)に 至 る 。 こ の 下 方 屈 曲 部 (6)の 下 面 に

グ ラ ウ ト 注 入 ホ ー ス (8)を 連 結 し て い る 。 そ し て シ ー ス (2)内 に そ の 下 部 か ら グ ラ ウ ト を 充

填 す る た め に 注 入 ホ ー ス (8)を シ ー ス (2)の 下 部 に 開 口 さ せ て 送 り 込 む よ う に し て い る 。 こ

の グ ラ ウ ト 注 入 方 法 で は 、 シ ー ス 内 の 残 留 気 泡 を 減 ら し た り 除 去 し た り す る 観 点 か ら は 「

シ ー ス の 低 い 位 置 か ら グ ラ ウ ト を 注 入 し 、 シ ー ス の 高 い 位 置 か ら 排 出 す る こ と が グ ラ ウ ト

注 入 の 原 則 で あ る 」 と の 考 え か ら 、 わ ざ わ ざ シ ー ス の 下 方 屈 曲 部 の 下 面 側 か ら グ ラ ウ ト を

昇 流 的 に 注 入 す る よ う に し て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 ま た 、 別 の グ ラ ウ ト 注 入 時 の 気 泡 残 留 の 防 止 方 法 と し て 、 シ ー ス の 低 い 位 置 よ り も 高 い

位 置 に 気 泡 が 溜 ま り や す い こ と か ら 、 気 泡 溜 ま り が 発 生 し や す い シ ー ス の 上 方 屈 曲 部 あ た

り の 上 面 に 再 注 入 口 を 設 け て 、 気 泡 が 発 生 し た と き に 再 注 入 す る こ と が 開 示 さ れ て い る （
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特 許 文 献 ３ ） 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ４ ７ ８ ０ ２ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ １ １ － ２ １ ４ ６ ３ 号 公 報

【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ １ １ ５ ２ ８ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 上 述 し た よ う に 、 グ ラ ウ ト 注 入 方 法 は 、 こ れ ま で の シ ー ス 端 部 （ 桁 端 部 ） か ら 注 入 す る

方 法 だ け で な く 、 シ ー ス の 中 間 位 置 に あ る 下 方 屈 曲 部 の 下 面 側 や 上 方 屈 曲 部 の 上 面 側 に 注

入 口 （ 再 注 入 口 ） を 設 け て 注 入 す る 方 法 も 採 用 さ れ て い る 。

と こ ろ で シ ー ス の 中 間 位 置 に 注 入 口 を 設 け る グ ラ ウ ト 注 入 方 法 で は 、 シ ー ス の 周 壁 の 一 部

に グ ラ ウ ト 流 入 口 と な る 開 口 （ 孔 ） が 形 成 さ れ 、 そ の 開 口 に 向 け て 外 部 の グ ラ ウ ト 注 入 ホ

ー ス が 連 結 さ れ る こ と に な る が 、 以 下 に 示 す 課 題 が 生 じ る こ と に な っ た 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 第 一 に 、 プ レ ス ト レ ス コ ン ク リ ー ト を 作 製 す る 際 に は 、 予 め 鉄 筋 が 縦 横 に 組 み 立 て ら れ

て あ り 、 そ の 鉄 筋 の 間 の 所 定 位 置 に シ ー ス が 配 設 さ れ る こ と に な る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ の

図 ４ 参 照 ） 。 し た が っ て 、 シ ー ス の 中 間 位 置 に グ ラ ウ ト 流 入 口 を 設 け た 場 合 に は 、 鉄 筋 の

配 設 位 置 と グ ラ ウ ト 流 入 口 の 位 置 と が 重 な っ て し ま う こ と が あ り 、 グ ラ ウ ト 注 入 ホ ー ス を

グ ラ ウ ト 流 入 口 と な る 開 口 に 接 続 で き る よ う に す る た め に 開 口 を 設 け る 位 置 を 変 更 し た り

、 あ る い は 、 シ ー ス の 配 設 位 置 を 変 更 す る 必 要 が 生 じ た 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 第 二 に 、 シ ー ス 内 に 挿 入 さ れ た Ｐ Ｃ 鋼 材 と シ ー ス の 周 壁 と の 位 置 関 係 に よ っ て は 、 Ｐ Ｃ

鋼 材 が 周 壁 に 接 近 し た り 接 触 し た り す る こ と が あ っ た 。 す な わ ち 、 シ ー ス 内 の Ｐ Ｃ 鋼 材 は

上 方 屈 曲 部 で は シ ー ス 底 部 側 に 偏 り 、 下 方 屈 曲 部 で は シ ー ス 天 井 面 側 に 偏 っ て 位 置 す る こ

と に な り 、 シ ー ス の 屈 曲 部 近 傍 で は シ ー ス 中 央 に 位 置 し て い な い （ 特 許 文 献 ２ の 図 ２ 参 照

） 。

　 そ の た め 、 Ｐ Ｃ 鋼 材 が 周 壁 に 接 近 あ る い は 接 触 し て い る 位 置 に 、 グ ラ ウ ト 流 入 口 と な る

開 口 が 形 成 さ れ る と 、 シ ー ス 内 へ の グ ラ ウ ト の 円 滑 な 注 入 が 困 難 に な る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 こ の よ う に 、 プ レ ス ト レ ス コ ン ク リ ー ト の シ ー ス の 外 部 環 境 （ 鉄 筋 の 配 置 等 ） 、 シ ー ス

内 の 内 部 環 境 （ Ｐ Ｃ 鋼 材 の 偏 り 、 上 下 高 さ ） に 応 じ て 、 シ ー ス 周 壁 に 形 成 す る グ ラ ウ ト 流

入 口 の 位 置 を 、 適 切 な 位 置 に 調 整 す る 必 要 が 生 じ て い た 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 そ こ で 本 発 明 は 、 シ ー ス の 中 間 位 置 か ら グ ラ ウ ト 注 入 を 行 う た め の グ ラ ウ ト 注 入 部 を 備

え た シ ー ス に お い て 、 グ ラ ウ ト を 注 入 す る た め に 周 壁 に 設 け る 開 口 位 置 を 、 シ ー ス の 外 部

環 境 、 内 部 環 境 に 応 じ て 自 由 に 選 択 で き る グ ラ ウ ト 注 入 部 を 備 え た シ ー ス を 提 供 す る こ と

を 目 的 と す る 。

　 ま た 、 本 発 明 は 、 外 部 か ら 接 続 さ れ る グ ラ ウ ト 注 入 ホ ー ス と の 接 続 が 容 易 に 行 え る よ う

に す る と と も に 、 シ ー ス 内 の 残 留 気 泡 が 発 生 し に く い よ う に グ ラ ウ ト を 注 入 す る こ と が で

き る グ ラ ウ ト 注 入 部 を 備 え た シ ー ス を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ １ 】

（ 請 求 項 １ ） 本 発 明 に 係 る グ ラ ウ ト 注 入 部 を 備 え た シ ー ス は 、 筒 状 の 本 体 と 外 管 を 包 含 し

て い る 。 該 本 体 は 周 壁 に グ ラ ウ ト の 流 入 口 が 設 け ら れ る 。 該 外 管 は 周 壁 に 注 入 口 が 開 口 し

て い る 。 そ し て 、 該 外 管 は 該 本 体 を 囲 繞 し て い る 。 こ の 囲 繞 に よ り 、 該 本 体 と 該 外 管 と の

間 に グ ラ ウ ト の 流 通 路 が 現 出 し 、 該 流 通 路 に 該 流 入 口 が 開 放 し 、 か つ 、 該 外 管 を 回 転 す る

こ と に よ り 該 流 入 口 に 対 す る 該 注 入 口 の 周 方 向 の 位 置 を 任 意 に 設 定 で き る よ う に 構 成 さ れ
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て い る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 筒 状 の 本 体 の 周 壁 に 、 本 体 へ グ ラ ウ ト を 流 入 さ せ る た め の 流 入 口 が 設

け て あ り 、 こ の 流 入 口 と は 独 立 に 、 外 管 の 周 壁 に 外 部 の グ ラ ウ ト 注 入 ホ ー ス を 接 続 す る た

め の 注 入 口 が 開 口 す る よ う に し て 流 通 路 で 連 通 す る よ う に し て あ る 。 し た が っ て 、 本 体 の

内 部 環 境 （ 内 部 状 態 ） に 応 じ て 注 入 口 の 周 方 向 の 位 置 を 設 定 し 、 シ ー ス の 外 部 環 境 （ 外 部

状 態 ） に 応 じ て 流 入 口 の 周 方 向 の 位 置 を 、 注 入 口 の 位 置 と は 独 立 に 設 定 し た 上 で 本 体 と 外

管 と を 固 着 す る こ と が で き る 。

　 こ の よ う に 注 入 口 と 流 入 口 と を 所 望 の 位 置 関 係 に 設 定 し て お く こ と で 、 注 入 口 か ら グ ラ

ウ ト を 注 入 す る こ と に よ り 、 流 通 路 を 経 て 流 入 口 か ら グ ラ ウ ト を 本 体 内 に 送 り 込 む こ と が

で き る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

（ 請 求 項 ２ ） 該 注 入 口 と 該 流 入 口 と は 、 該 本 体 の 横 断 面 上 に あ っ て 直 線 的 に 並 ん で い な い

離 隔 的 位 置 関 係 を 保 つ よ う に 設 定 さ れ て も よ い 。

例 え ば 、 流 入 口 の 位 置 を 本 体 内 に 気 泡 が 発 生 し に く い 下 方 位 置 に 設 定 す る と と も に 、 注 入

口 の 位 置 を 、 （ 鉄 筋 か ら 離 れ た ） グ ラ ウ ト 注 入 ホ ー ス と の 接 続 が 容 易 な 上 方 位 置 や 側 方 位

置 に 設 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

（ 請 求 項 ３ ） 該 本 体 は 、 リ ブ が 形 成 さ れ た リ ブ 部 と 直 筒 部 と が 含 ま れ 、 該 流 入 口 は 該 直 筒

部 に 設 け ら れ て も よ い 。

こ う す る と 、 該 本 体 は そ の リ ブ 部 で 周 壁 の 面 に 内 外 か ら 大 き な 圧 力 が 加 わ っ て も 十 分 に 耐

え て 変 形 す る こ と が な く 、 該 流 入 口 は 該 直 筒 部 に 設 け ら れ る の で 、 形 成 が 容 易 で 、 変 形 に

よ り 塞 が れ る 恐 れ も な い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

（ 請 求 項 ４ ） 該 流 通 路 は 、 該 直 筒 部 の 外 周 面 に 形 成 し た 縮 経 部 に よ っ て 現 出 し て い て も よ

い 。

こ う す る と 、 該 直 筒 部 を 縮 経 さ せ る だ け で 流 通 路 を 形 成 で き る の で 、 該 流 通 路 の 形 成 に 特

別 の 形 成 材 は 不 要 で 、 該 外 管 を 該 本 体 の 周 壁 に 密 接 に 囲 繞 す る こ と に よ り 流 通 路 を 液 密 の

閉 通 路 に で き る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

（ 請 求 項 ５ ） 該 本 体 の リ ブ 部 に は 、 螺 旋 形 状 の リ ブ が 形 成 さ れ 、 該 螺 旋 形 状 の リ ブ に 螺 合

可 能 な 本 体 延 長 管 が 該 リ ブ 部 の 内 側 に 螺 合 接 続 さ れ 、 該 本 体 、 該 本 体 延 長 管 、 該 外 管 に よ

り シ ー ス が 構 成 さ れ る よ う に し て も よ い 。

　 こ う す る と 、 本 体 お よ び 外 管 を 一 定 長 さ の 短 尺 に し 、 本 体 延 長 管 を 長 尺 に す る こ と が で

き る 。 そ し て 、 本 体 延 長 管 の 長 さ を 変 更 す る だ け で 任 意 の 長 さ の シ ー ス を 簡 単 に 構 成 す る

こ と が で き る 。 換 言 す れ ば 本 体 、 外 管 を ジ ョ イ ン ト シ ー ス （ 管 継 手 ） と し 、 本 体 延 長 管 を

ジ ョ イ ン ト シ ー ス に 接 続 す る シ ー ス 管 と す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

（ 請 求 項 ６ ） 該 注 入 口 と 該 流 入 口 と は 、 該 本 体 の 中 心 を 通 る 直 線 上 で 背 向 し て い る よ う に

し て も よ い 。

こ う す る と 、 該 外 管 の 該 注 入 口 と 該 本 体 の 該 流 入 口 が 同 一 の 直 線 上 で 背 向 す る の で 、 流 通

路 は 対 称 性 の よ い グ ラ ウ ト の 流 れ と な り 、 グ ラ ウ ト の 流 れ を 乱 す こ と な く 、 か つ 該 注 入 口

と 流 入 口 間 の 距 離 を 最 大 に で き 、 良 好 な 充 填 が 実 現 で き る 。 な お 、 こ こ で い う 「 背 向 し て

い る 」 の 意 味 は 、 該 注 入 口 と 流 入 口 が 互 い に 背 を 向 け た 状 態 で 向 き 合 っ て い る 、 と い う こ

と で あ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

（ 請 求 項 ７ ） 流 入 口 が 該 流 通 路 に 複 数 形 成 さ れ る よ う に し て も よ い 。

　 こ う す る と 、 シ ー ス の 本 体 の 内 部 環 境 （ 内 部 状 態 ） に よ っ て は 、 本 体 の 周 囲 の 複 数 箇 所

か ら 同 時 に 流 入 さ せ る こ と に よ っ て 、 気 泡 の 発 生 を 抑 え る こ と が で き る や す く な る 。

【 ０ ０ １ ９ 】
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（ 請 求 項 ８ ） 該 外 管 と 該 本 体 は ポ リ エ チ レ ン 製 で あ っ て も よ い 。

こ う す る と 、 ポ リ エ チ レ ン は 耐 食 性 が 大 で 、 強 度 も あ る の で 、 長 期 の 使 用 に 応 え ら れ る 。

な お 、 本 体 延 長 管 に つ い て も 同 じ 理 由 で ポ リ エ チ レ ン 製 で あ っ て も よ い 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 本 発 明 に 係 る グ ラ ウ ト 注 入 部 を 備 え た シ ー ス に よ れ ば 、 筒 状 の 本 体 の 周 壁 に 、 本 体 へ グ

ラ ウ ト を 流 入 さ せ る た め の 流 入 口 が 設 け て あ り 、 こ の 流 入 口 と は 独 立 に 、 外 管 の 周 壁 に 外

部 の グ ラ ウ ト 注 入 ホ ー ス を 接 続 す る た め の 注 入 口 が 開 口 す る よ う に し て 流 通 路 で 連 通 す る

よ う に し て あ る 。 し た が っ て 、 本 体 の 内 部 環 境 （ 内 部 状 態 ） に 応 じ て 注 入 口 の 周 方 向 の 位

置 を 設 定 し 、 シ ー ス の 外 部 環 境 （ 外 部 状 態 ） に 応 じ て 流 入 口 の 周 方 向 の 位 置 を 、 注 入 口 の

位 置 と は 独 立 に 設 定 し た 上 で 本 体 と 外 管 と を 固 着 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ １ 】

【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る グ ラ ウ ト 注 入 部 を 備 え た シ ー ス の 具 体 例 の 縦 断 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 １ の II－ II線 断 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 １ の シ ー ス の 斜 面 図 で 、 線 Ａ ̶ Ａ で 切 断 し て 示 す 。

【 図 ４ 】 図 ３ と 同 様 の シ ー ス の 斜 面 図 で 、 図 ３ の 横 断 面 Ｓ の 左 手 前 側 を 省 い て 示 す 。

【 図 ５ 】 図 １ の シ ー ス に お い て 注 入 口 の 位 置 を 回 転 さ せ た 変 形 例 を 示 す 。

【 図 ６ 】 本 発 明 に 係 る グ ラ ウ ト 注 入 部 を 備 え た シ ー ス を 床 版 に 適 用 し て グ ラ ウ ト を 充 填 す

る 態 様 を 示 す 概 念 図 で 、 Ｅ は 排 気 口 で あ る 。

【 図 ７ 】 図 １ の 変 形 実 施 例 の 縦 断 面 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 従 来 の シ ー ス に よ る グ ラ ウ ト 充 填 で 起 き る 空 気 を 閉 じ 込 め る 作 用 の 説 明 図 で あ る

。

【 図 ９ 】 従 来 の シ ー ス に よ る グ ラ ウ ト 充 填 で 起 き る Ｐ Ｃ 鋼 材 に 沿 っ た グ ラ ウ ト の 先 流 れ の

状 態 の 説 明 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 以 下 、 図 １ ～ 図 ４ を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。 本 発 明 に 係 る グ ラ ウ ト 注 入 部 を 備 え た シ ー ス

は 、 筒 状 の 本 体 １ と 外 管 ２ を 包 含 し て い る 。 こ れ ら は 長 期 の 使 用 に 応 え ら れ る よ う に 耐 食

性 が 大 き く 強 度 も あ る 樹 脂 材 料 を 使 用 す る こ と が 好 ま し い 。 具 体 的 に は 例 え ば ポ リ エ チ レ

ン 製 の シ ー ス と す る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 本 体 １ は 軸 線 Ｘ の 方 向 に 沿 っ て 延 び る 筒 体 か ら な り 、 周 壁 １ １ に 螺 旋 形 状 の リ ブ １ ３ が

形 成 さ れ た リ ブ 部 １ ４ と 、 リ ブ １ ３ が 形 成 さ れ て い な い 直 筒 部 １ ５ と を 備 え て い る 。 直 筒

部 １ ５ の 外 周 面 １ ６ の 一 部 に は 、 径 を 小 さ く す る こ と に よ り 環 状 の 溝 が 形 成 さ れ た 縮 径 部

１ ７ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 流 入 口 １ ２ が 、 こ の 直 筒 部 １ ５ の 縮 径 部 １ ７ の 周 壁 １ １ に

設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 外 管 ２ は 縮 径 部 １ ７ の 上 を 含 む 直 筒 部 １ ５ の 外 側 を 囲 繞 す る 筒 体 か ら な る 。 流 通 路 ３ は

、 縮 径 部 １ ７ と 、 そ の 上 を 覆 う 外 管 ２ と に よ り 現 出 し て い る 。 外 管 ２ の 周 壁 ２ １ に は グ ラ

ウ ト の 注 入 口 ２ ２ が 開 口 し て あ り 、 外 部 の グ ラ ウ ト 注 入 ホ ー ス （ 不 図 示 ） が 注 入 口 ２ ２ に

接 続 さ れ グ ラ ウ ト Ｇ が 供 給 さ れ る こ と に よ り 、 グ ラ ウ ト Ｇ が 流 通 路 ３ を 経 て 流 入 口 １ ２ か

ら 本 体 １ の 内 側 空 間 に 送 り 込 ま れ る よ う に し て あ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 本 体 １ と 外 管 ２ と は 、 縮 径 部 １ ７ を 挟 ん だ 左 右 両 側 に お い て 平 坦 な 面 ど う し で 面 接 す る

よ う に し て あ る 。 し た が っ て 、 こ の 平 坦 面 ど う し を 接 着 剤 で 固 着 し て 封 止 す る こ と に よ り

、 注 入 口 ２ ２ と 流 入 口 １ ２ だ け が 開 口 す る 流 通 路 ３ を 形 成 す る こ と が で き る 。

　 予 め 、 外 管 ２ の 注 入 口 ２ ２ の 位 置 を 、 本 体 １ の 縮 径 部 １ ７ に 沿 っ て 回 転 さ せ 、 注 入 口 ２

２ と 流 入 口 １ ２ と が 所 望 の 位 置 関 係 に な る よ う に 自 由 に 調 整 し て か ら 固 着 す る こ と に よ り

、 シ ー ス を 配 置 す る 場 所 の シ ー ス 内 側 環 境 、 外 側 環 境 に 応 じ て 注 入 口 ２ ２ と 流 入 口 １ ２ の
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位 置 を 設 定 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 図 ５ は 、 図 １ の シ ー ス が 取 り う る 注 入 口 ２ ２ と 流 入 口 １ ２ と の 位 置 関 係 の バ リ エ ー シ ョ

ン 例 を 示 し た 概 念 図 で あ る 。 具 体 的 に は 、 図 ５ （ ａ ） は 注 入 口 ２ ２ が 鉛 直 上 方 で 流 入 口 １

２ が 鉛 直 下 方 に な る よ う に 配 置 し た も の （ 背 向 関 係 ） 、 図 ５ （ ｂ ） は 注 入 口 ２ ２ が 右 斜 め

上 方 で 流 入 口 １ ２ が 鉛 直 下 方 に な る よ う に 配 置 し た も の 、 図 ５ （ ｃ ） は 注 入 口 ２ ２ が 左 斜

め 上 方 で 流 入 口 １ ２ が 左 斜 め 下 方 に 配 置 し た も の 、 図 ５ （ ｄ ） は 注 入 口 ２ ２ が 鉛 直 上 方 で

流 入 口 １ ２ が 右 斜 め 上 方 に 配 置 し た も の 、 図 ５ （ ｅ ） は 注 入 口 ２ ２ が 右 水 平 方 向 で 流 入 口

１ ２ が 左 水 平 方 向 に 配 置 し た も の （ 背 向 関 係 ） で あ る 。 こ れ ら の 配 置 は 注 入 口 ２ ２ と 流 入

口 １ ２ と が 直 線 的 に 並 ん で い な い 離 隔 的 位 置 関 係 に 設 定 し た 状 態 の 例 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 こ こ で プ レ ス ト レ ス コ ン ク リ ー ト （ Ｐ Ｃ ） を 作 製 す る 際 の シ ー ス の 使 用 状 態 に つ い て 説

明 す る 。 シ ー ス の 本 体 １ 内 に 挿 通 し た 緊 張 材 Ｐ （ 図 ２ ） に 緊 張 力 を 導 入 し て 補 強 さ れ る 対

象 は 、 図 ６ に 示 す コ ン ク リ ー ト 製 の 床 版 Ｋ の よ う に 、 通 常 は 水 平 、 な い し は 水 平 に 近 い 状

態 で 使 用 さ れ る も の で あ る 。 そ の た め 、 緊 張 材 Ｐ を 通 す 本 体 １ も 、 そ の 軸 線 Ｘ が 水 平 状 態

か 、 多 少 の 昇 降 が あ る 波 型 状 態 で 使 用 さ れ る 。 緊 張 材 Ｐ の 防 食 等 の た め 本 体 １ に 充 填 さ れ

る グ ラ ウ ト Ｇ は 、 本 体 １ 内 に 万 遍 な く 充 填 さ れ る の が 望 ま し い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 こ の と き 、 図 ８ 、 図 ９ に 示 す 従 来 例 の よ う に 、 本 体 １ の 上 方 に 設 け た 注 入 口 ２ ２ か ら グ

ラ ウ ト Ｇ を 充 填 す る と 、 緊 張 材 Ｐ に Ｐ Ｃ 鋼 材 を 採 用 し た 場 合 、 こ の 鋼 材 の 上 部 を 流 れ て 流

下 し て い く こ と か ら 、 本 体 １ 内 の 空 気 が 抜 け き ら ず 、 グ ラ ウ ト Ｇ の 充 填 不 良 が 起 こ る 懸 念

が あ る 。 ま た 、 注 入 口 ２ ２ か ら 鋼 材 の 腐 食 物 質 が 侵 入 し た 場 合 、 鋼 材 ま で の 浸 透 距 離 が 短

く 、 鋼 材 腐 食 が 起 こ り や す い 懸 念 も あ る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 そ こ で 、 図 ５ の バ リ エ ー シ ョ ン の う ち 、 図 ５ （ ａ ） で 示 し た 「 注 入 口 ２ ２ が 鉛 直 上 方 で

あ っ て 流 入 口 １ ２ が 鉛 直 下 方 」 に な る 配 置 （ 背 向 関 係 ） に す れ ば 、 外 部 の グ ラ ウ ト 注 入 ホ

ー ス を 上 方 か ら 真 っ 直 ぐ 下 降 す る よ う に し て 簡 単 に 注 入 口 ２ ２ に 接 続 す る こ と が で き る 。

し か も 、 注 入 口 ２ ２ と 流 入 口 １ ２ と は 本 体 １ の 中 心 Ｃ を 通 る 直 線 Ｌ 上 で 背 向 す る 配 置 に し

て あ る の で （ 図 ２ ） 、 外 管 ２ の 注 入 口 ２ ２ に 注 入 さ れ た グ ラ ウ ト Ｇ は 、 直 に 本 体 １ に 流 入

せ ず に 流 通 路 ３ を 左 右 対 称 に 廻 り 、 本 体 １ の 下 側 か ら 昇 流 的 に 本 体 １ に 流 れ 込 み 、 グ ラ ウ

ト Ｇ の 充 填 が 万 遍 な く 行 わ れ る 。 こ の よ う な 昇 流 的 な 流 れ に よ る グ ラ ウ ト Ｇ の 流 入 に よ り

、 グ ラ ウ ト Ｇ は 流 入 口 １ ２ か ら せ り 上 が る よ う に し て 流 入 す る の で 、 本 体 １ の 空 気 を 押 し

出 し て そ の 下 位 か ら 順 次 内 部 に 充 填 さ れ 、 空 気 が 残 留 し て 充 填 不 良 を 生 じ る こ と が な く 、

緊 張 材 の 防 錆 を 確 実 に な せ る 。 ま た 、 外 管 ２ の 注 入 口 ２ ２ と 本 体 １ の 流 入 口 １ ２ が 離 れ て

い る の で 、 鋼 材 の 腐 食 物 質 が 侵 入 し て も 、 鋼 材 の 腐 食 を 防 止 で き る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 ま た 、 本 発 明 の シ ー ス を 使 用 す る 際 に 、 予 め 、 図 ５ （ ａ ） の 背 向 関 係 で 使 用 す る こ と が

予 定 さ れ て い る 場 合 も あ る 。 そ の よ う な 用 途 で は 、 よ り 簡 単 に 注 入 口 ２ ２ と 流 入 口 １ ２ と

が 確 実 に 背 向 関 係 と な る よ う に す る た め に 、 直 筒 部 １ ５ と 外 管 ２ と の 一 方 に 凸 部 、 他 方 に

凹 部 を 設 け て 、 こ れ ら を 位 置 合 わ せ す る こ と に よ っ て 簡 単 に 背 向 関 係 を 保 て る よ う に し て

も よ い 。 凸 部 と 凹 部 と を 一 定 の 角 度 で 複 数 形 成 し て お け ば 、 一 定 角 度 ご と に 位 置 合 わ せ す

る こ と も で き る 。 　 　 　 　 　 

【 ０ ０ ３ １ 】

　 そ し て 、 注 入 口 ２ ２ の 直 上 に 鉄 筋 が 存 在 す る 場 合 に は 、 図 ５ （ ｂ ） の よ う に 注 入 口 ２ ２

を 斜 め 上 方 に 配 置 す る こ と に よ り 、 鉄 筋 を 少 し 回 避 し て 接 続 す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 本 体 １ 内 の 緊 張 材 Ｐ が 本 体 底 部 に 接 近 す る 場 合 は 図 ５ （ ｃ ） の よ う に 流 入 口 １ ２

を 斜 め 下 方 に 配 置 す れ ば よ い 。

　 そ の 他 、 シ ー ス の 外 側 環 境 、 内 側 環 境 に よ っ て 、 注 入 口 ２ ２ 、 流 入 口 １ ２ の 位 置 関 係 を

任 意 の 配 置 に 設 定 す る よ う に す れ ば よ い 。

【 ０ ０ ３ ２ 】
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　 な お 、 図 ５ （ ｆ ） の よ う に 注 入 口 ２ ２ と 流 入 口 １ ２ と が 直 線 的 に 並 ぶ 配 置 と し て 用 い る

こ と は バ リ エ ー シ ョ ン の 一 つ と し て 可 能 で あ る が 、 注 入 口 ２ ２ と 流 入 口 １ ２ と を 離 隔 的 位

置 関 係 に し て 注 入 す る も の で は な く 、 本 発 明 で の 好 ま し い グ ラ ウ ト 注 入 方 法 で は な い 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

（ 変 形 例 ）

　 こ れ ま で 図 １ を 用 い て 説 明 し た シ ー ス の 本 体 １ は 、 リ ブ 部 １ ４ と 直 筒 部 １ ５ と か ら な る

１ 本 の 筒 体 に よ り 構 成 さ れ る も の と し て い た 。 こ の 場 合 、 シ ー ス 全 体 の 軸 線 Ｘ 方 向 の 長 さ

は リ ブ 部 １ ４ の 長 さ を 変 え る こ と に よ っ て 変 更 で き る が 、 使 用 場 所 ご と に 全 体 長 さ の 異 な

る シ ー ス を 形 成 し て お く こ と が 必 要 に な る 。

　 そ こ で 、 使 用 場 所 に 応 じ て シ ー ス の 長 さ を 現 場 で 簡 単 に 設 定 ・ 変 更 で き る よ う に す る た

め 、 本 発 明 を ジ ョ イ ン ト シ ー ス に 適 用 す る こ と と し 、 当 該 ジ ョ イ ン ト シ ー ス と 、 こ れ に 螺

合 可 能 な 本 体 延 長 管 と を 用 意 し て お く こ と で 適 宜 の 長 さ の シ ー ス を 現 場 で 構 成 す る こ と が

可 能 に な る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 す な わ ち 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 本 体 １ と 外 管 ２ と か ら な る シ ー ス を 、 ジ ョ イ ン ト シ ー ス

の 態 様 で 使 用 す る 。 ジ ョ イ ン ト シ ー ス は 左 右 一 対 の 本 体 延 長 管 １ ａ （ シ ー ス 管 ） ど う し を

接 続 し 管 長 さ を 延 長 す る よ う に し て 用 い る も の で あ る 。 な お 、 本 書 で は Ｐ Ｃ 鋼 材 を 挿 入 す

る 筒 体 を シ ー ス と し て お り 、 そ の 意 味 で ジ ョ イ ン ト シ ー ス も シ ー ス の 一 態 様 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 ジ ョ イ ン ト シ ー ス の 場 合 、 本 体 １ の 左 右 の リ ブ 部 １ ４ の 長 さ は 使 用 場 所 に よ っ て 変 更 さ

れ る こ と な く 一 定 に し て あ り 、 少 な く と も 螺 旋 形 状 の リ ブ １ ３ が ２ 周 以 上 （ 図 で は 片 側 ３

． ５ 周 ） 形 成 し て あ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 そ し て 、 こ れ と は 別 に 、 リ ブ 部 １ ４ の 螺 旋 形 状 の リ ブ １ ３ に 対 し 、 本 体 １ の 内 側 に 挿 入

す る こ と に よ り 当 該 ジ ョ イ ン ト シ ー ス に 螺 合 可 能 な 本 体 延 長 管 １ ａ が 用 意 さ れ て い る 。

　 そ し て こ の 本 体 延 長 管 １ ａ を 必 要 な 長 さ に 切 り だ し て 、 ジ ョ イ ン ト シ ー ス の リ ブ １ ３ に

螺 合 接 続 す る こ と に よ り 、 本 体 延 長 管 １ ａ に よ っ て 本 体 １ の 軸 方 向 の 長 さ が 延 長 さ れ た シ

ー ス が 形 成 さ れ る よ う に な る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 ジ ョ イ ン ト シ ー ス で は 、 本 体 １ に 対 し 左 右 か ら 接 続 さ れ る 本 体 延 長 管 １ ａ が 、 深 く 接 続

さ れ す ぎ な い よ う に ス ト ッ パ を 設 け て あ る が 、 縮 径 部 １ ７ が ス ト ッ パ と し て の 役 割 を し て

い る の で 、 左 右 の 本 体 延 長 管 １ ａ は 、 そ れ ぞ れ 縮 径 部 １ ７ よ り 深 く は 螺 合 す る こ と が で き

な く な っ て い る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 ま た 、 上 記 例 で は 、 流 入 口 １ ２ を 一 つ 形 成 し て い た が 、 複 数 形 成 す る よ う に し て も よ い

。 シ ー ス 径 や Ｐ Ｃ 鋼 材 の 本 数 等 に よ っ て は 複 数 箇 所 か ら 流 入 す る 方 が 好 ま し い 場 合 が あ る

。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 ま た 上 記 例 で は 流 入 口 １ ２ に 対 す る 注 入 口 ２ ２ の 位 置 を 周 方 向 に 回 転 す る こ と に よ っ て

位 置 を ず ら し て 離 隔 的 位 置 関 係 に 保 つ よ う に し た が 、 こ れ に 加 え て 注 入 口 ２ ２ を 軸 方 向 に

ス ラ イ ド で き る よ う に す る こ と で 離 隔 的 位 置 関 係 を 保 つ よ う に し て も よ い 。 す な わ ち 、 図

１ に お け る 縮 径 部 １ ７ の 幅 を 広 く し て 、 流 通 路 ３ を 幅 広 に す る こ と で 注 入 口 ２ ２ と 流 入 口

１ ２ と が 軸 方 向 に 位 置 ず れ し た 状 態 で 離 隔 的 位 置 関 係 を 保 つ こ と が で き る よ う に し て も よ

い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ４ ０ 】

１ 　 　 　 本 体

２ 　 　 　 外 管

３ 　 　 　 流 通 路

１ １ 　 　 周 壁
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１ ２ 　 　 流 入 口

１ ３ 　 　 リ ブ

１ ４ 　 　 リ ブ 部

１ ５ 　 　 直 筒 部

１ ６ 　 　 外 周 面

１ ７ 　 　 縮 経 部 　

２ １ 　 　 周 壁

２ ２ 　 　 注 入 口

Ｇ 　 　 　 グ ラ ウ ト

Ｓ 　 　 　 横 断 面

Ｃ 　 　 　 中 心

Ｌ 　 　 　 直 線

Ｋ 　 　 　 床 版

Ｐ 　 　 　 緊 張 材

Ｘ 　 　 　 軸 線

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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